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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

子供達にとっては、暑さが続けばやはりプール
だ。特に日曜日は、親子連れでいっぱい。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。
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安倍首相はデフレ脱却を達成するために､ ｢大胆な金融政策｣ ｢機動的な財政請託｣ ｢民間
投資を喚起する成長戦略｣ という３本の矢を放ちました｡ その安倍政権の３本の矢に対して､
地域保健委員会でも ｢地域に潜在する歯科保健医療の顕在化と歯科医療のパイを拡大する｣
ことを目的とした３本の矢を４年前に放っています｡ この地域保健医療の３本の矢をアベノ
ミクスになぞらえて｢チホノミクス｣と呼ぶことにしますが､ チホノミクス効果により ｢全体
の医療の削減｣ が見込まれる点で公益性が担保されています｡
チホノミクスは ｢早産予防｣ ｢糖尿病対策｣ ｢標準的な成人歯科健診｣ を柱としています｡
歯周病等による歯の喪失が､ QOL・医療費・健康寿命・いきがい寿命に深く関与している
事に関するエビデンスが確立しつつあり､ また､ 歯周病と全身疾患との関係についても様々
な報告が多数出されるようになってきたという追い風に乗って､ 少しずつですが､ 目に見え
る形としての成果が上がってきています｡ 具体的な内容については ｢地域いきいき通信｣ で
随時報告中ですのでご覧ください｡
そのチホノミクスの原点は､ 阿蘇地域歯科保健連絡協議会が平成９年に行った ｢8020達成
者と8020非達成者の医療費比較調査｣ にあります｡ もし仮に､ 阿蘇地域のすべての80歳以上
の方が8020を達成し一人当たり約32万円の医療費を削減できたとしたら､ 阿蘇地域で約２億
円を超える財源を単年度で捻出することができます｡ また､ 長期入院は１次医療から２次・

３次の高次医療への移
行を示しています｡ こ
の高次医療への移行は
阿蘇地域からの医療流
出をまねき､ 患者の生
活圏の中での地域完結
型医療の崩壊につなが
りかねません｡ もちろ
ん､ 県レベルでの高次
医療体制の整備は不可
欠ですが､ プライマリー
バランスの観点からも
地域完結型の保健・医
療・福祉こそがこの分
野の根幹であろうと考
えます｡

この阿蘇での調査を基に､ 当時の阿蘇郡歯科医師会は次の２点を医科や行政に提案しまし
た｡
１. 削減できた医療費を､ 必要とされる別の医療費や他の分野の財源として有効活用
２. 医療需要流出を防ぎ､ 患者の生活圏の中で行政とかかりつけ医療機関が連携した地域完
結型の保健・医療・福祉の推進
15年以上も前に発信した歯科からの提言が質の高いエビデンスに裏付けされて重みをもち
始めました｡ 今後､ 様々な全身疾患の予防重症化対策の基本指針として､ 歯周病対策が医療
政策の第一選択となる時代が必ずや到来することでしょう｡
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8020達成者と8020非達成者の医療費の比較調査
阿蘇地域歯科保健連絡協議会

8020達成者群は非達成者群
に比べ､

・３ヶ月以上の長期入院
の割合が低く､ 入院医
療費がかなり低く押さ
えられていた｡

・結果として､ 一人平均
医療費の総額が３２万
円以上低く抑制された｡
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日 時 平成25年７月20日 (土) 午後４時

場 所 熊本県歯科医師会館４階大ホール

氏名点呼 代議員総数50名中47名出席

１. 開会 副会長 小島博文

２. 仮議長選出 中村 進 (宇土郡市)

３. 代議員会議長及び副議長選出

議 長 中村 進 (宇土郡市)

副議長 市原誓志 (阿蘇郡市)

４. 議事録署名人指名

澤木孝明 (熊本市)

安田光則 (玉名郡市)

５. 浦田会長挨拶

一般社団法人熊本県歯科医師会となり､ ま

た､ ６月22日にはこの執行部をご承認賜りま

した｡ その後の理事会で役職と担当を決め､

そのお披露目と新しく7月から代議員になら

れました先生方による初めての代議員会にな

ります｡ さて私も熊本県歯科医師会をお預か

りし３期目ということで､ どのように３期目

を運営していくかということでお話をさせて

頂こうと思います｡ この２期４年間､ 我々歯

科医師会の役目は､ 県民の健康を守るという

公益目的､ 会員である先生方をサポートして

いくという大きな共益目的の２つがあります

が､ 公益事業と共益事業をどうバランスを取っ

てうまく運営していくか､ この４年間の道筋

でありました｡ しかし､ この４年間医療連携

を始めとする様々な事業を進めていくうちに

少し違うのではないかと考えるようになりま

した｡ それは何かというと､ 我々歯科医師会

は､ もちろん公益事業を突き進んで行きます

が､ 公益事業をしっかり進めていくとそれを

突き詰めれば我々会員の共益になるのではな

いかという思いに至っております｡ そういう

意味で我々は､ 一生懸命公益事業を努めて行

き､ 最終的に歯科医師としての誇りを高め､

県民の信頼を受けることが､ 我々の共益につ

ながると今は考えます｡ この２年間､ 進めて

いる事業を一段としっかりとしたものとし､

県民の信頼を得られる歯科医師会を目指して

頑張っていきたいと思います｡ ベテランの役

員の先生方､ 新しく入って頂いた先生方もい

らっしゃいますが､ このメンバーで一生懸命

２年間頑張って行きますので､ 代議員の先生

方のご支援ご協力をお願い致します｡
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６. 役員紹介

７. 報告

１) 会務報告 専務理事 渡辺賢治

２) 日歯代議員会報告 副会長 小島博文

８. 平成25年度熊本県学校保健功労表彰

熊本県教育庁教育指導局体育保健課冨下課

長補佐より表彰状が授与され､ 受彰者を代表

し森隆文会員 (玉名郡市) が述べられた後､

冨下課長補佐より挨拶があった｡

表彰者は後述

９. 退職役員・代議員会議長及び副議長､ 代

議員への感謝状の贈呈

浦田会長より当日出席の退職役員・代議員

会議長及び副議長､ 代議員へ感謝状が授与さ

れた｡

10. 議事

第１号議案 裁定審議委員会委員の委嘱に

関する件

(提案理由) 一般社団法人熊本県歯科医師会

諸会議及び委員会規程第22条により､ 裁定審

議委員会委員を次のとおり委嘱することにつ

いての承認を求める｡

(任期：平成25年７月１日～平成27年６月30日)

裁定審議委員会委員の委嘱に関しては一般

社団法人熊本県歯科医師会諸会議及び委員会

規程

第21条､ 第22条､ をご参照ください｡

第２号議案 選挙管理委員会委員､ 同予備

委員の委嘱に関する件

(提案理由) 一般社団法人熊本県歯科医師

会役員等選挙規則第５条により､ 選挙管理委

員会委員､ 同予備委員を次のとおり委嘱する

ことの承認を求める｡

選挙管理委員会委員､ 同予備委員の委嘱に

関しては一般社団法人熊本県歯科医師会役員

等選挙規則

第５条､ 第６条､ をご参照ください｡

第１号議案､ 第２号議案は承認可決された｡

協議１ 時局対策

牛島常務理事より安心安全歯科医療推進制

度の現状と２つの改善点について説明があっ

た｡ 改善点①県民に対しアピールしてもらわ

ないとメリットがないという意見を踏まえ基

準達成者のリストを県歯HPに公開するとい

う告知を行うこと｡ 改善点②日歯生涯研修に

よる単位取得は容易にできてしまうことから

取得条件として２年間で２回以上の県歯主催

の講演会に参加することを条件とすること｡

以上が提案され協議が行われた｡

森口議員 (天草郡市)

基準達成者が減少して

いるが､ 制度自体が形骸

化してしまう恐れがある｡

基準達成者のリストをH

P上に載せることはいい

のではないかと思うが会

選挙管理委員会委員
(任期：平成25年７月１日
～平成27年６月30日)

氏 名 郡市名

杉尾健一郎 玉 名 郡 市

水上 正太 八 代

斉藤 修身 熊 本 市

柿原 訓 熊 本 市

三隅 晴具 菊 池 郡 市

同 予備委員

(任期：左同)

氏 名 郡市名

三笘 司 熊 本 市

山口 治利 菊 池 郡 市

田中 弥興 熊 本 市

岩本 知之 上 益 城 郡

鶴田 善久 八 代

氏 名 郡市名

若江 秀敏 水俣･芦北郡市

元島 博信 熊 本 市

千場 正昭 熊 本 市

福田 民男 八 代

氏 名 郡市名

冨永 英俊 玉 名 郡 市

今藤 隆文 人 吉 市

片山 幸博 菊 池 郡 市

江藤 寛文 上 益 城 郡
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員の認識を高め､ メリットになるような制度

にして欲しい｡ また取得条件の２年間で２回

以上県主催の講演会に参加するというのは郡

部には不利｡ キャラバン隊の活用もするが考

慮して欲しい｡

執行部回答

すでにがん患者医科歯科連携登録歯科医院

もリストをHPに公開しており､ 来年度より

基準達成者は県歯HPにリスト公開するとい

う告知を積極的に行うという方向で進めたい｡

またキャラバン隊を積極的に活用して頂きた

い｡

澤木議員 (熊本市)

キャラバン隊の実際的

な内容を説明して欲しい｡

執行部回答

７つの委員会が３つぐ

らいテーマを決め講演を

企画しています｡ メニュー

が出来次第お知らせしま

す｡ 熊本市は､ 支部単位でも構いません｡

澤木議員 (熊本市)

メニューに無いテーマの要望があった場合

は？

執行部回答

臨機応変に対応します｡

協議２ その他

センター・介護委員会松本理事より県から

の委託事業である在宅歯科医療推進事業､ 高

齢者の口腔ケア推進事業について説明があっ

た｡

森口議員 (天草郡市)

訪問歯科診療に必要な評価診断・技術等の

研修会の会場は？

執行部

他の研修と重なっており､ また内視鏡を使

用するので衛生士学院の実習棟の教室をお借

りする予定｡

藤崎議員 (水俣・芦北)

高齢者の口腔ケア普及

事業のモデル10施設は決

まっていますか？

執行部

場所の方はこれから各

郡市に相談して決める予

定である｡

宮坂副会長よりフッ化物洗口に関しての情報

提供があり､ フッ化物洗口事業は､ 来年度か

ら方向性として全県下で行うという教育委員

会体育保健課の意向を説明され､ 各郡市 (熊

本市除く) で説明会等のお願があった｡

森口議員 (天草郡市)

フッ化物洗口は､ 幼稚園も含まれるのか？

宮坂副会長

教育委員会管轄のため幼稚園は含まれない

牛島常務理事

がん患者医科歯科連携事業で現在42名の方

が､ がん拠点病院から登録医院に紹介され､

今後かなりの数の紹介が期待される｡ 今後も

引き続き行う連携講習会への出席をお願いし

ます｡

小島副会長

がん患者医科歯科連携事業は､ かかりつけ

医より研修を受けて登録された連携医に優先

して紹介頂くように強く要望していく｡

11. 閉会 副会長 中嶋敬介

(広報 坂田 輝之・永廣 有伸)
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平成25年度熊本県学校保健功労表彰者名簿
(順不同､敬称略)

氏 名 郡市名 年齢 勤務校名

矢毛石 豊 熊本市 63 熊本市立龍田中学校

森 隆文 玉名郡市 62
玉名市立滑石小学校
玉名市立月瀬小学校
玉名市立小田小学校

大久保和之 下益城郡 60 宇城市立豊福小学校

荒木 靖 菊池郡市 60

菊池市立菊池北小学校
菊池市立龍門小学校
菊池第二さくら幼稚園
菊池乳児保育園

中村 悟 菊池郡市 58

菊池市立旭志小学校
菊池市立旭志中学校
北合志保育園､ 川辺保育園
新明幼稚園､ 旭志幼稚園

秋山 喬 球磨郡 55

あさぎり町立免田小学校
あさぎり町立免田中学校
あさぎり町立岡原小学校
あさぎり町立岡原中学校
あさぎり町立あさぎり中学校

高橋 裕輔 菊池郡市 55 菊池市立泗水小学校

徳丸 恵介 熊本市 54 熊本市立力合中学校

野上 研二 山鹿市 54
山鹿市立大道小学校
私立城北高等学校
津留保育園

河原 正明 山鹿市 54

山鹿市立千田小学校
私立城北高等学校
八幡幼稚園､ わかば保育園
杉の子保育園

岡田 長久 八代 53
八代市立鏡西部小学校
氷川町立竜北西部小学校

内� 祐一 天草郡市 52

天草市立一町田小学校
天草市立富津小学校
天草市立河浦小学校
天草市立河浦中学校
熊本県立河浦高等学校



３. 理事の就任依頼
４. 副会長の選定
５. 専務理事の選定
６. 常任理事の選定
７. 就任承諾書の受理
８. 委嘱状の伝達
９. 会長所信表明
ご承知のように､ ２期４年間､ いろいろな

事業に取り組んで参りました｡ その中でも特

に､ 熊本県をはじめ行政とは親密な関係を築

くことができたと思います｡ ３期目に入り､

さらにその関係を強固なものとすることはも

とより､ 医療連携を主眼に他団体との連携も

深めて行きたいと考えています｡ がん連携､

糖尿病連携はもちろん､ 将来的には､ すべて

の病院と､ 口腔ケアの問題としての歯科との

関わりをもてるようにしたいと思っています｡

代議員会における事前質問の中で､ 点数が

上がらなくて会員は苦しんでいるので大きな

改革をすべきではないかという意見を頂きま

した｡ このことは､ 県レベルで解決すること

は難しい課題ですが､ 他団体との連携という

新たな取り組みを進めて行くことによりトー

タルとして会員診療所の収入増加を計るとい

��������������
―第２回理事会―
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１. 開 会：渡辺理事
２. 挨 拶：浦田会長

本日の理事会は第２回理事会となっていま

すが､ 実質的には１回目の理事会であると思

います｡ 前半部分は､ 役員の選定等､ 新任当

初に行なわなければならないことを決定・確

認していくことになります｡ そして､ 後半部

分から､ 通常の理事会となり､ 各所管におけ

る報告､ そして､ 各協議を行ないます｡ ２回

分の理事会を１度に行なうこととなりますが､

最後まで宜しくお願いします｡ さて､ 昨日､

熊本県健康福祉部との懇談会を開催し､ 健康

福祉部長以下18名もの県庁職員が出席され､

本会役員と様々な意見交換を行なうなど､ 懇

親を深めることができました｡ 熊本県の参加

者からは､ 歯科医師会の事業内容等がよく理

解できてよかったとの感想をいただく等､ 非

常に有意義な会議となりました｡ ご存知のよ

うに､ 今年度は､ 熊本県より多くの歯科関係

予算を計上していただきました｡ 我々も､ 県

民の歯科保健向上を目指して､ 気を引き締め

て会務を遂行していきたいと思いますので宜

しくお願いします｡

７月９日 (火) 午後７時より県歯会館第１会議室において､ 浦田会長他全理事出席のもと議
長を浦田会長､ 議事録署名人を久々山､ 西野監事として､ 第２回理事会が開催された｡

����������
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うことができるものと考えています｡ これま

で､ 県民のため､ そして､ 会員のためという

ことで､ 共益と公益のバランスをとることが

非常に難しく苦慮していました｡ しかし､ 様々

な事業に取り組んできた結果､ 公益を追求す

ることで県民から信頼されることこそが､ 取

りも直さず､ 共益に繋がるという確信をもつ

に至りました｡ そこで､ ３期目の任期におい

ては､ 公益と共益のバランスを考えるのでは

なく､ 公益を追求することによって共益を高

めることができるという強い信念のもとに会

務を執行していきたいと思いますので､ 引き

続き先生方のご協力を宜しくお願いします｡

1100.. 協協議議
１. 一般社団法人熊本県歯科医師会諸会議
及び委員会規程の一部改正について (承
認)
常任委員会のうち､ 総務・厚生委員会

が総務・厚生・医療管理委員会と変更さ

れることに伴い､ 委員会規程第７条､ 第

８条､ 第15条を変更することとした｡

２. 一般社団法人熊本県歯科医師会口腔保
健センター規程の一部改正について (承
認)
第７条 (管理運営委員会) の組織につ

いて､ 本会会長が任命した者という文言

を追加し､ 一部改正することとした｡

３. 一般社団法人熊本県歯科医師会文書取
扱規程内規の一部改正について (承認)
文書区分一覧表について､ １. 学術に

関する発来信綴､ ８. 総務・厚生・医療

管理に関する発来信綴､ 10. 歯と口の健

康週間に関する発来信綴とそれぞれ変更

することとした｡

４. 学院長・副学院長・教務部長の任命に
ついて(熊本歯科衛生士専門学院)(承認)
原案通り承認した｡

５. 口腔保健センター管理運営委員会委員
長・副委員長の任命について (承認)
原案通り承認した｡

６. 有限会社ケイ・デー・エム・ユーの取
締役について (承認)
原案通り承認した｡

７. 平成25年度臨時代議員会の運営につい

て (承認)
原案通り承認した｡ なお､ ｢安心・安

全歯科医療推進制度｣ について追加協議

とすること､ 並びに ｢がん患者医科歯科

連携事業｣ ついての現況報告を行なうこ

ととした｡

８. 顧問及び嘱託の委嘱について (承認)
原案通り承認し､ 顧問に堤直文元会長､

嘱託弁護士に福岡總一郎氏､ 嘱託公認会

計士に吉永賢一郎氏へそれぞれ委嘱する

こととした｡

11. 報告
１. 常務理事会・理事会・常任委員会の運
営及び文書の取扱
２. 役員・事務局担当業務所管
３. 常任委員会委員の編成並びに委嘱状の
伝達方法
４. 事務局連絡事項
５. 平成25年度熊本県歯科医師会事業計画
６. 年間行事予定
７. 事業企画､ 事業実施報告書､ ヒヤリ・
ホット事例報告書
今後の会務を運営するにあたり必要な

事項についての報告がそれぞれなされた｡

12. その他の検討事項
13. 閉会

追追加加報報告告１１
総 務：第７回・８回選挙管理委員会､ 第

６回常務理事会､ 第３回理事会､

定時代議員会 (役員等選挙)､ 第

１回臨時理事会､ 新役員打合せ会､

2013世界禁煙デー熊本フォーラム

第13回全国禁煙推進研究会､ 役職

員・委員会委員合同慰労会､ 第27

回県警察医会総会､ 第173回日歯

定時代議員会､ 歯科医療に関する

懇談会

社会保険：レセプト事前チェックセンター､
保険共同指導､ 玉名郡市社会保険

研修会

地域保健：歯と口の健康週間 (八代､ 玉名郡

市､ 人吉市､ 宇土郡市､ 山鹿市､

下益城郡､ 熊本市､ 阿蘇郡市､ 天
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草郡市)､ 歯の祭典､ 人吉市歯科

医師会・薬剤師会合同研修会

広 報：【熊歯会報】７月号校正､ 定時代
議員会取材

学校歯科：県DV対策関係機関会議､ 県要保
護児童対策地域協議会､ 第77回全

国学校歯科保健研究大会広報打合

せ会､ 学校歯科保健推進大会､ 県

PTA教育振興財団審査委員会､

県学校保健会定時評議員会､ 県学

校保健会臨時理事会､ 第83回日学

歯総会､ 県学校保健功労表彰並び

に学校安全表彰審査会､ 県学校保

健会表彰審査会

医療対策：医療相談・苦情事例報告
センター・介護：県介護支援専門員更新研修､

委託事業打合せ､ 第８回障害者歯

科アクティブネットワーク九州

学 院：第１回学院教務委員会
国 保：全協通常総会､ 国保組合監査､ 第

３回国保理事会､ 全協事務 (局)

長研修会､ 第１回国保臨時組合会､

全協理事長・役員研修会

以上､ ６月７日から７月４日までの総務､

各委員会他の動きについて､ 浦田会長及び担

当各役員より報告がなされた｡

追追加加報報告告２２
１. 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼
・熊本県日中協会常任理事

浦田健二会長

任期：平成25年４月１日～平成27年３月31日

２. 名義後援使用依頼
・第51回熊本県精神保健福祉大会／熊本県精

神保健福祉協会

・平成25年度 ｢県民公開講座｣ ／熊本県歯科

衛生士会

・平成25年度 ｢チーフ育成研修会｣､ ｢新人

(復帰者) 育成研修会｣ ／熊本県歯科衛生

士会

・第15回日本口腔顎面外傷学会総会・学術大

会／日本口腔顎面外傷学会

・第27回日本エイズ学会／日本エイズ学会

３. エピペンへの対応

アナフィラキシーに対する緊急補助治療に

使用される医薬品であるエピペンについて､

診療所に備えておく為には講習を受ける必要

があり､ 本会主催の研修会等の際に併催でき

るよう総務委員会､ 学術委員会で準備する｡

また､ 郡市歯科医師会にも同医薬品の紹介､

並びにその講習会の開催について案内をする

こととした｡

４. 日本歯周病学会第６回九州地区臨床研修
会実行委員会委員の推薦
同学会実行委員会の委員として､ 井上理事

を推薦する｡

５. 保険医療機関の指定取消の事例
北九州市の保険医療機関の指定取消し事例

についての報告がなされた｡

６. 平成25年度熊本県歯科保健事業
熊本県歯科保健事業の体系における各事業

の進捗状況についての報告がなされた｡

７. 三師会懇談会
平成25年８月６日 (火) 午後７時より本会

担当にて三師会懇談会を開催し当面の諸問題

について協議する｡ なお､ 常務理事以上の全

役員が出席し対応する｡

８. 新旧役員挨拶状の送付
役員交代に伴う挨拶状の文面､ 送付先につ

いての報告がなされた｡

９. 歯科衛生士対象研修会について (熊本県
がん患者医科歯科医療連携事業)
平成25年９月14日 (土) 午後４時より､

(株) サンスターの協賛により標記研修会を

開催する｡ なお､ 協賛品に限りがあるためが

ん連携登録歯科医院である会員を優先し､ 出

席者も１診療所につき２名までと制限する｡

10. 委員会事業企画
・学術委員会

｢第18回熊本県歯科医学大会｣

開催予定日：平成26年１月26日 (日)

｢松風協賛学術講演会｣

開催予定日：平成26年２月９日 (日)

11. 委員会事業実施報告
・地域保健委員会

｢歯の祭典｣

開催日：平成25年６月９日 (日)

午後１時～２時45分

・学校歯科委員会
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｢熊本県学校歯科保健研究大会｣

開催日：平成25年６月15日 (土)

午後３時～６時

12. 会計６月末現況
13. ８月行事予定
14. その他

追追加加協協議議
１. 新入会員の承認について (承認) 第１種､
第３種
第１種会員１名､ 第３種会員１名の入会を

承認した｡

２. 菊池郡市歯科医師会からの依頼について
(継続)
菊池郡市歯科医師会に対しては､ 前向きに

検討する旨回答するとともに､ 内規､ 契約書

案等を整備したうえで改めて協議することと

した｡

３. 退職役員､ 代議員会議長・副議長､ 代議
員､ 委員会委員の表彰者について (承認)
対象の会員について､ ７月20日 (土) に開

催される臨時代議員会において表彰すること

とした｡

４. 九地連協議会の提出協議題について (承
認)
地域保健委員会､ 学校歯科委員会から１題

ずつ､ 計２題を提出することとした｡

５. 平成25年度委託事業予算 (案)
(１) 早産予防対策事業

(２) 在宅歯科医療推進事業

原案通り承認し､ 補正予算を編成し､ 定時

代議員会に上程することとした｡

６. ｢レセプトチェックセンター｣ 開設日時
の変更について (報告)
レセプトを早期に提出する医療機関に考慮

し､ ８月より毎月５日開催に変更する旨の報

告がなされた｡

７. その他
○未入会者研修会について (報告)

[牛島常務理事]
○早産予防対策事業における２回目健診つい
て (報告) [田上常務理事]

監事講評：久々山監事､ 西野監事
閉 会：渡辺専務理事

(広報 加� 久雄)

�



理 事

広報加� 久雄
(熊本市)

理 事

社会保険田中 文丸
(荒尾市)

理 事

学術井上 裕邦
(八代)

理 事
センター・介

護
松本 信久
(天草郡市)

理 事

学校歯科大林 裕明
(玉名郡市)

常務理事 学術

総務・厚生

医療管理

牛島 隆
(熊本市)

副会長
地域保健

学校歯科

高等学校保健

会

宮坂 圭太
(山鹿市)

副会長 社会保険

ケー・デー・

エム・ユー

中嶋 敬介
(天草郡市)

副会長 学術

医療対策

警察歯科医会

小島 博文
(熊本市)

会 長

浦田 健二
(宇土郡市)

熊歯会報 Ｈ.25.８

12

熊本県歯科医師会役員

専務理事

総括渡辺 賢治
(下益城郡)

常務理事 会計

財産管理

広報

八木 義博
(宇土郡市)

理 事

医療対策冨屋 栄祐
(下益城郡)

常務理事 地域保健

センター・介

護

田上 大輔
(阿蘇郡市)
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任期：平成��年�月��日～平成��年�月定時代議員会終結時
役 職 名 氏 名 所属郡市

会 長 浦 田 健 二 宇 土 郡 市
副 会 長 小 島 博 文 熊 本 市
副 会 長 中 嶋 敬 介 天 草 郡 市
副 会 長 宮 坂 圭 太 山 鹿 市
専 務 理 事 渡 辺 賢 治 下 益 城 郡
常 務 理 事 田 上 大 輔 阿 蘇 郡 市
常 務 理 事 八 木 義 博 宇 土 郡 市
常 務 理 事 牛 島 隆 熊 本 市

理 事 (医 療 対 策) 冨 屋 栄 祐 下 益 城 郡
理 事 (学 校 歯 科) 大 林 裕 明 玉 名 郡 市
理 事 (広 報) 加 藤 久 雄 熊 本 市
理 事 (センター・介護) 松 本 信 久 天 草 郡 市
理 事 (学 術) 井 上 裕 邦 八 代
理 事 (社 会 保 険) 田 中 文 丸 荒 尾 市
理 事 (社 会 保 険) 椿 誠 熊 本 市

監 事 久々山 芳 文 天 草 郡 市
監 事 西 野 隆 一 熊 本 市

(参考条文)
定 款
第17条第２項 理事のうち１名を会長､ ３名以内を副会長､ １名を専務理

事､ ３名以内を常務理事とする｡
第３項 前項の会長をもって法人法上の代表理事とし､ 副会長､ 専

務理事及び常務理事をもって同法第91条第１項第２号の業
務執行理事とする｡

第18条第２項 会長及び業務執行理事は､ 理事会の決議によって選定する｡

熊本県歯科医師会
役員一覧表

監 事

西野 隆一
(熊本市)

監 事

久々山芳文
(天草郡市)

理 事

社会保険椿 誠
(熊本市)

監 事
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任期 平成��年�月�日～平成��年�月��日
役 職 名 氏 名 所属郡市

学 院 長 伊 藤 明 彦 菊 池 郡 市

副 学 院 長 逢 坂 亘 彦 熊 本 市

教 務 部 長 弘 中 美貴子 －

(参考条文)

熊本歯科衛生士専門学院設置運営規程

第４条 学院長､ 副学院長､ 教務部長及び必要な教職員は､ 本会理事

会の決議を経て本会会長が任命し､ 学院長､ 副学院長及び教

務部長の任期は､ ７月１日から２年間とする｡

熊本歯科衛生士専門学院役員

任期 平成��年�月�日～平成��年�月��日
役 職 名 氏 名 所属郡市

理 事 長 浦 田 健 二 宇 土 郡 市

副 理 事 長 上 野 亮 一 八 代

常 務 理 事 桑 田 和 明 阿 蘇 郡 市

理 事 守 永 純 一 八 代

理 事 瀬 井 知 己 熊 本 市

監 事 原 田 秀一郎 菊 池 郡 市

監 事 片 山 公 則 阿 蘇 郡 市

熊本県歯科医師国民健康保険組合役員

任期：平成��年�月��日～平成��年�月定時代議員会終結時
役 職 氏 名 所属郡市

顧問 堤 直 文 熊 本 市

顧 問



任期 平成��年�月�日～平成��年�月��日
任期 約�年間 (郡市により始期終期が異なる) 熊歯会報Ｈ.25.８
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氏 名 所属郡市 氏 名 所属郡市

宮 本 格 尚 熊 本 市 玉 置 孝 信 上 益 城 郡

中 村 進 宇 土 郡 市 吉 永 修 下 益 城 郡

森 隆 文 玉 名 郡 市 中 川 純 一 八 代

山 本 宏 荒 尾 市 藤 崎 圭 一 水俣･芦北郡市

神 山 久 志 山 鹿 市 與 田 桂 三 人 吉 市

宮 川 俊 弥 菊 池 郡 市 塚 本 卓 也 球 磨 郡

市 原 誓 志 阿 蘇 郡 市 山 本 源 治 天 草 郡 市

各郡市歯科医師会会長

氏 名 所属郡市 氏 名 所属郡市

澤 木 孝 明 熊 本 市 田 中 正 荒 尾 市

古 川 猛 士 熊 本 市 神 山 久 志 山 鹿 市

谷 口 守 昭 熊 本 市 武 市 功 雄 山 鹿 市

廣 田 達 也 熊 本 市 宮 川 俊 弥 菊 池 郡 市

上 原 凡 由 熊 本 市 � 木 公 康 菊 池 郡 市

西 口 和 弘 熊 本 市 明 受 清 一 菊 池 郡 市

田ノ上 輝 熊 本 市 市 原 誓 志 阿 蘇 郡 市

中 原 孝 熊 本 市 武 藤 健 史 阿 蘇 郡 市

徳 丸 恵 介 熊 本 市 玉 置 孝 信 上 益 城 郡

渡 辺 猛 士 熊 本 市 清 村 龍 朗 上 益 城 郡

堀 田 浩 史 熊 本 市 吉 永 修 下 益 城 郡

渡 辺 洋 熊 本 市 長 濱 宗一郎 下 益 城 郡

秋 山 清 熊 本 市 中 川 純 一 八 代

宮 田 正 孝 熊 本 市 上 田 龍 吾 八 代

吉 � 久 次 熊 本 市 中 山 万 弘 八 代

高 松 尚 史 熊 本 市 高 田 博 樹 八 代

宮 本 格 尚 熊 本 市 藤 崎 圭 一 水俣･芦北郡市

井 野 健 熊 本 市 永 田 英 樹 水俣･芦北郡市

有 働 秀 一 熊 本 市 與 田 桂 三 人 吉 市

中 村 進 宇 土 郡 市 愛 甲 徹 人 吉 市

森 義 和 宇 土 郡 市 塚 本 卓 也 球 磨 郡

森 隆 文 玉 名 郡 市 久 保 隆 球 磨 郡

安 田 光 則 玉 名 郡 市 山 本 源 治 天 草 郡 市� � 稔 玉 名 郡 市 森 口 茂 樹 天 草 郡 市

山 本 宏 荒 尾 市 布 井 隆 行 天 草 郡 市

熊本県歯科医師会代議員



任期 平成��年�月�日～平成��年�月��日
任期 平成��年�月�日～平成��年�月��日

任期 平成��年�月�日～平成��年�月��日熊歯会報 Ｈ.25.８
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氏 名 郡 市 名

若 江 秀 敏 水俣･芦北郡市

元 島 博 信 熊 本 市

千 場 正 昭 熊 本 市

福 田 民 男 八 代

冨 永 英 俊 玉 名 郡 市

今 藤 隆 文 人 吉 市

片 山 幸 博 菊 池 郡 市

江 藤 寛 文 上 益 城 郡

裁定審議委員会委員

氏 名 郡 市 名

杉 尾 健一郎 玉 名 郡 市

水 上 正 太 八 代

斉 藤 修 身 熊 本 市

柿 原 訓 熊 本 市

三 隅 晴 具 菊 池 郡 市

選挙管理委員会委員

氏 名 郡 市 名

三 笘 司 熊 本 市

山 口 治 利 菊 池 郡 市

田 中 弥 興 熊 本 市

岩 本 知 之 上 益 城 郡

鶴 田 善 久 八 代

同 予備委員



いておりますが､ 当委員会及び事務局の関係

職員が協議し､ 考え抜き､ 現時点における最

良の方法であると確信を致しております｡ ニュー

スレター掲載記事､ 通知書の内容につきまし

て､ 疑問がお在りの節は､ 担当理事である私､

冨屋に直接ご連絡を頂きますよう､ 切にお願

い申し上げます｡ 診療時間中でありましても､

可能な限りのご対応を致します事を申し添え

させていただきます｡

会員の先生方の為の委員会ではございます

が､ 何が会員全体の為に有意義な事であるの

かを大局的にとらえ､ 今期の委員会活動の指

針とするつもりで御座います｡

会員の先生方の御協力を宜しくお願い申し

上げます｡

理事の抱負
医療対策委員会の職務内容

は､ 一般社団法人熊本県歯科

医師会定款集の中の､ 熊本県

歯科医師会医療事故処理規程

の中に明記されております通

り､ 会員の先生方の医療行為

中に発生した事故の事後処理

と医事紛争進展への予防を目

的としたものであります｡

当委員会では､ その目的達

成の為

(１) 事故の調査及びその予防対策

(２) 相手方との解決に向けての交渉

(３) 調停や裁判における助言・協力

(４) 保険会社及び顧問弁護士との協議

等の業務を委員全員で協力して行ってまいり

ます｡ そして､ 発生した事例のスムーズな解

決には､ 当該先生方の御協力が不可欠でござ

います｡ 当委員会の活動方針の根幹には､

｢是は是､ 非は非｣ という大前提があります｡

それは､ 我々が直に接する患者さん達が､ 我々

を信頼してくれないと起こっている紛争をよ

り良好な解決へと導くことが不可能であるか

らです｡ 我々が患者さんの話をお伺いする際

に､ 患者さんの中には ｢あなた方は､ 同じ歯

科医師会の会員の利益を守るための人なので

しょう？｣ という先入観があり､ 正しい事例

の聞き取りが出来ない場合が多々あります｡

しかし､ ｢中立な立場で話をお伺いするとい

うスタンスを貫いていく｡｣ と､ 安心したの

か､ 普通は患者さんから聞き出しにくい事を

聞き取ることができ､ 事例解決の一助となる

事が多いのです｡ 会員の先生方にご理解いた

だけると幸いです｡

また､ 現在のニュースレター掲載事例の内

容､ あるいは､ 不幸にして事例に遭遇されま

した会員の先生方にお送りしております通知

書の内容につきましても､ 様々なご意見を頂

医療対策委員会 (理事 冨屋 栄祐)

役 職 氏 名 所属郡市

委 員 長 岡 田 長 久 八 代

副委員長 永 松 聖 隆 熊 本 市

委 員

原 田 秀 一 郎 菊池郡市

犬 束 美 尚 玉名郡市

温 永 智 熊 本 市

徳 丸 恵 介 熊 本 市

我 那 覇 生 純 阿蘇郡市

椿 賢 熊 本 市

五 島 嘉 人 熊 本 市

熊歯会報Ｈ.25.８
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委員会紹介
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との学術連携推進
７. 診療・経営支援に役立つ情報等の提供
(１) 有料講演会､ 研修会の開催
(２) 会報学術レポート､ ワンポイント学術

情報等の提供
８. 医療管理研修
(１) 医療従事者研修会開催

(HIV医療講習会)
(２) 医療管理講演会開催

(デンタルスタッフ対象講演会の開催)

理事の抱負
今期学術担当理事をさせて頂くことになり
ました井上と申します｡
前期より継続してまいりました ｢Back to
the Basic｣ は基本的な医療の再認識と最新
医療のトピックスと合わせて会員皆様へ学術
情報を提供してまいりたいと思っております｡
また日歯生涯研修事業への対応をさらに充
実させ､ 医科との学術連携推進､ 他委員会と
も連携し多くの会員の皆様に認定証の取得支
援をしてまいります｡
２年間よろしくお願いいたします｡

―平成25年度事業計画―
１. 学術研修｢Back to the Basic｣推進事業
(１) 熊本県歯科医学大会開催
(２) メーカータイアップによる講演会開催
２. 生涯研修事業への対応・会員支援
(１) 日歯生涯研修セミナーの開催 (講師来

熊)
(２) バイタルサインセミナーの開催
３. 先進歯科医療の情報収集及び提供
(１) 先進歯科医療に関する情報の提供
４. 医科との学術連携推進
(１) 医療保健福祉連携学会への参加
(２) 院内感染研究会への参加
５. 他委員会との合同研修会
６. 各郡市歯科医師会､ 九州各県歯科医師会

学術委員会 (理事 井上 裕邦)

役 職 氏 名 所属郡市
委 員 長 堀 川 正 熊 本 市
副委員長 片 山 晃 紀 熊 本 市

委 員

園 木 誠 菊池郡市
村 上 慶 熊 本 市
馬 場 一 英 荒 尾 市
内 野 玲 上益城郡

熊歯会報 Ｈ.25.８
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歯科での虐待問題 (ネグレクトを中心に)

３. 第77回全国学校歯科保健研究大会熊本大
会への対応

４. 学校歯科保健推進大会の開催 (学校歯科
医研修会)

５. 歯の衛生週間事業への協力

理事の抱負
今年は何といっても10月に当県で開催され
る ｢第77回全国学校歯科保健研究大会｣ がメ
インです｡ 只今委員会一丸となり成功させる
ための準備を行っています｡ 昨年は11月に開
催された ｢第62回全国学校保健研究大会｣ が
皆様の御蔭で滞りなく終了して､ 少しの安堵
感もありましたが､ 今度の大会はその数倍の
強い力と､ 繊細な心で取り組まないと来熊さ
れた方々の満足感を得ることが出来ないと思っ
ています｡ 委員のメンバーも全員留任して頂
き､ 全身全霊で会務に取り組んでいく所存で
す｡ 皆様の御指導御鞭撻宜しくお願い致しま
す｡

―平成25年度事業計画―
１. 学校歯科保健活動の推進
医師会・薬剤師会・歯科衛生士会・栄養
士会・養護教諭研究会・学校関係・行政
関係他との連携

２. 8020支援事業の推進
・ ｢熊本県歯､ 及び口腔の健康づくり推進
条例｣ の実施について
・各郡市歯科医師会学校歯科担当者会議の
開催：条例をもとに協議・検討

学校歯科委員会 (理事 大林 裕明)

役 職 氏 名 所属郡市
委 員 長 河 原 正 明 山 鹿 市
副委員長 田 畑 祐 亮 荒 尾 市

委 員
宮 � 修 一 八 代
宇 治 信 博 阿蘇郡市
勇 雅 大 熊 本 市



４. 障がい児 (者)､ 要介護者歯科診療研修
会の実施

５. 高齢者福祉医療関連の情報収集と発信
６. 介護保険への対応

理事の抱負
７月より引き続きセンター・介護委員会を
担当させていただきます｡
これまで口腔保健センターは輪番制で診療
を行ってまいりましたが､ センター診療をよ
り充実させるために①静脈内鎮静法への対応
②専任の歯科医師の配置等をこの２年間で検
討していきたいと思います｡ 高齢者対策とし
ましては､ 在宅診療をはじめ､ 摂食・嚥下障
害をお持ちの方への対処法等を実技研修を含
めて実施していきたいと思います｡
会員のみなさまのご協力をよろしくお願い
致します｡

―平成25年度事業計画―
１. 障がい児 (者) 歯科診療 (口腔センター)
の運営

２. 障がい児 (者) 関連医療機関等との連携､
協力

３. 障がい児 (者) の保護者会での講話及び
実技指導

センター・介護委員会 (理事 松本 信久)

役 職 氏 名 所属郡市
委 員 長 平 井 淳 也 山 鹿 市
副委員長 山 田 貴 之 八 代

委 員

今 藤 ひ と み 人 吉 市
松 岡 拓 治 菊池郡市
井 手 裕 二 熊 本 市
青 砥 圭 吾 天草郡市
本 田 壮 一 郎 熊 本 市
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には無理があり､ なかなか進まないのが現状
でした｡ この度県庁よりむし歯予防液の有効
性に関する普及啓発事業に係る企画提案募集
があり､ それに応募したところ予算をつけて
いただき機会を与えて頂きました｡ 今後これ
を足がかりにさらに対外広報を推進して行き
たいと思います｡ ご協力をお願い申し上げま
す｡

理事の抱負
委員会だより､ 郡市会だよりなど執筆頂い
ております会員の先生方を始めとし､ 日頃よ
り会報作成にご協力頂き感謝申し上げます｡
私も広報をお預かりして３期目となりますが､
今期はやれることは何でもやってみるという
意気込みで頑張る所存です｡ 現在NHKテレ
メッセに年３回ほど出演しております､ 毎回
常に考えますことは放送によりお一人でも会
員の皆様の診療所に足を運んで頂けるように
するかというただ一点です｡ 毎回の放送内容
では､ １ヶ月ほど時間をかけ何度何度も校正
を重ね､ 放送内容の制限がある中､ 何とか増
患に結びつくよう試行錯誤しているところで
す｡ もし機会があれば１度ご覧下さい｡ また
会報においても､ さらなる読みやすさを追求
し少しずつ修正を重ね何とか会員の皆様方に
お目通し頂けるものにして行きたいと考えて
います｡ この他にも災害に備えた緊急連絡網
の構築など広報がやるべきことは考えれば考
えた数だけあると言えます｡ 最後に対外広報
活動については､ テレビや新聞､ ラジオ等を
活用すれば多額の費用を要し､ またそれによ
りどれほどの費用対効果があったのかの検証

広報委員会 (理事 加� 久雄)

役 職 氏 名 所属郡市
委 員 長 佐 藤 昭 彦 上益城郡
副委員長 立 本 尚 史 熊 本 市

委 員

宮 田 正 孝 熊 本 市
岩 崎 晃 司 八 代
坂 田 輝 之 荒 尾 市
永 廣 有 伸 玉名郡市
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―熊本型早産予防対策事業―
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本県では､ 早産が原因で出生する極低出生体重児 (1500ｇ未満) の割合が全国に比べ高い状

態が続いている｡ 極低出生体重児は､ 高度な医療を必要としまた心身に障害を残す恐れがある

ため周産期医療の充実と共に早産を予防することが必要である｡ モデル地域 (天草地区､ 人吉・

球磨地区) で取り組んだ事業が一定の成果を上げたため平成24～25年度の2年間その取り組みを

県内全域に拡充し検証の精度を高めると共に早産予防に取り組んでいるところである｡ 特に熊

本では熊本型と称し､ 妊娠中期の早産の予防に重点を置き､ 極低出生体重児の出生を減少させ

るため県内全域を対象に感染症要因である ｢絨毛膜羊膜炎｣ ｢歯周病｣ に着目した対策を大学､

産科・歯科医療機関とが一体となって行なっている｡

報告

＜極低出生体重児出生率 (出生千対) の全国との比較＞

＜大学､ 産科・歯科医療機関､ 行政機関の連携＞
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【事 業 の 流 れ】

これまでの歯科事業の途中経過報告
平成24年度の歯科検診集計結果

[産科検診数 6,970件]

市町村での対応

母子健康手帳交付時に妊婦さんに対し､
①早産予防の啓発 (啓発資料配布)
・早産になる原因を知っていますか？
・妊娠中の歯科検診を受けましょう｡
②歯科検診２回､ 産科での検査受診１回を無料で
受けられる受診票の交付と受診勧奨

【歯科検診】
①１回目：妊娠14週から20週
②２回目：妊娠20週以降
＊歯周病に関する歯科検診
＊必要に応じ治療を行う (自己負担)
＊必要に応じ歯科保健指導を行う
※検診料は県が負担､ 治療費は自己負担
③検診結果を県歯科医師会に報告

産科医療機関での対応

【産科検診】
①絨毛膜羊膜炎の可能性の有無の
チェック (検査及び問診)
＊必要に応じ治療を行う (自己負担)
＊必要に応じ生活指導を行う
※検診料は県が負担､ 治療費は自己負担
②出産の状況 (在胎週数・出生体重等)
を熊本大学に報告

歯科医療機関での対応

県歯科医師会での対応

【報告】
検診結果をとりまとめて熊本大学へ報告
する｡

熊本大学での対応

【分析】
提出された産科・歯科の検診結果をも
とに早産・極低出生体重児出生にかかわ
る危険因子を詳細に分析報告

報告 報告

歯周病の状態が重度と評価される10点以上
１回目：331名 (9.0％) ２回目：40名 (7.7％)
地域歯周疾患処置必要度指数 (CPI)
歯周状態が０または１点の者１回目：20.2％

２回目：27.6％
※参考
モデル事業では妊婦の約８割に治療が必要であるCPI２点以上の歯周病が認められた｡

今後の事業における課題
平成25年までの事業で12月末までを検診実施期間としているが､ 特に２回目の受診率が低い状
況にあり､ その受診率を高める必要がある｡ そのため､ １回目の歯科検診受診の際に２回目の受
診勧奨をお願いします｡ (地域保健 田上 大輔)

��������������������������
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日 時 ６月15日 (土) 午後３時
場 所 県歯会館４階ホール
講 師 国立大学法人 大分大学

教育福祉科学部 住田 実教授

悪天候にもかかわらず総数235名 (会員､
スタッフ､ 学校関係者､ 歯科衛生士､ 衛生士
専門学院の学生) の参加があった｡ 浦田会長
の挨拶後講演が始まった｡ 講演では ｢専門知
識ならば十分に自信はあります！｣ と学校歯
科医､ 歯科衛生士をはじめ学校栄養士､ 管理
栄養士等多くの専門職の方たちはいうものの､
学校で講演されると子どもたちは３分も聞い
てくれず私語を始めるといった実例をあげら
れた｡ 対策としてスライドの枚数を減らした
り､ 順番を変える等の工夫が必要なこと､ ド
ラえもん等の子供たちが興味を引くキャラク
ターものを取り入れたりする工夫等の教えが
あった｡
次に住田教授の著書 ｢宇宙と歯の健康｣
(出版：東山書房) より以下のこと等につい
て話があった｡
① 宇宙へむし歯がある状態でいけば､
気圧の変化によって急に痛み出すこと
がある｡
② 宇宙服 (船外活動服) の中の気圧は約
0.3気圧でエベレスト山頂と同じぐらい
体は徐々に気圧になれるが､ むし歯があ
ると痛みに耐えられない｡
③ 宇宙では水が使えないため､ 口をつむっ
たまま飲み込んでいい歯磨材を使ってい
る｡
魅力ある教材づくりと ｢学びの必然性｣ を
求めて… ｢近未来の不健康な自分｣ を回避す
るために､ 現在を変える…
未来人のＱちゃんが生活習慣病になり寿命
が残り１か月と宣告され､ タイムマシンに乗っ
て現在のＱちゃんにお願いだから自分の命を
守ると思って生活習慣を改めるようお願いに

来る｡ という興
味を抱くような
導入をした後､
コンピューター
で描いた縄文顔
と過去から現在
までの顔の骨格
の変化をもとに､
今後100年先ま

で続くと仮定した顔の違いをだされ骨格の違
いに参加者一同驚かされた｡
ネズミを使った実験で､ 柔らかいものばか
り与えた群と固いものを与えた群を２０世代
にわたって育てた結果､ 顎骨発育の顕著な違
いを示され､ 食育がいかに今後重要かという
ことを改めて認識させられた｡
すべての話に導入があり､ 実際の講演中で
も途中で電気をつけられ､ ｢隣の方と相談し
て下さい｡｣ とか､ 参加者が最後まで興味を
もち集中して講演を聴ける工夫がなされてい
た｡ ３時間という長い講演時間であったにも
かかわらず､ 最後まで大盛況のうちに終了し
た｡

閉会では､ ｢第77回全国学校歯科保健研究
大会が､ 10月17日 (木)､ 18日 (金) の２日
間､ 市民会館崇城大学ホール (熊本市民会館)
と熊本市国際交流会館を会場に熊本で開催さ
れるため多くの皆様のご参加をお待ちします｡｣
と告知があった｡
会報をご覧の先生方､ 全国大会へのご参加､
ご協力のほどよろしくお願いいたします｡

(学校歯科 宇治 信博)

興味ある講演をされた住田教授

―学校歯科保健推進大会―

４Ｆホールは大盛況!!

�� ��～タイムトラベルと宇宙旅行の視点と方法から～

見て､ 感じて､ 驚いて再発見！
瞳が輝く歯･口･食の健康教材作りの発想����������
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新役員決まる

日 時 ６月27日 (木) 午後８時

場 所 県歯会館

はじめに事務局による点呼が行なわれ､ 総

議員30名中23名の出席により会議の成立を稲

葉議長が宣言し開会された｡

理事長挨拶
第１回の臨時組合会が平日の夜遅くなって

しまった事をまずもってお詫び申し上げます｡

公益法人制度改革により６月に決算総会､ 代

議員会等色々な会議が集中してしまい日程調

整が難しかった為でお許し願いたい｡

国保組合の現状は､ 大変厳しい状況であり

ます｡ ただ､ 民主党から自民党に政権が代わ

り定率補助の廃止は白紙になったので少し安

心しているが､ 財源が無いという事には変わ

りがないので､ 今後どういう状況になってい

くのかは注視していかなければならない｡ ま

ずは､ 国保組合の運営をしっかりとしていか

なければなりません｡ 現在後期高齢者支援金

と前期高齢者納付金の２つを合わせるとトー

タルで５億円以上を支払わないといけない｡

これは､ 我々の収入の半分以上であります｡

補助金を頂いても出すほうが多くなるのが現

状でこのままでいけば国保組合の運営に支障

をきたします｡ 24年度の収支が我々の予想よ

り2,000万円程単年度赤字額が減少したが､

それでも１億2,000万円程の赤字であり喜ん

でばかりはいられない｡ しっかりと議論して

いただいて保険料をどうしていくかこの１年

で検討して頂きたい｡ 議題は役員改選の１議

案だが､ 協議でお話しする資格調査と国保組

合の運営についてが大きな議題になるので先

生方の色々なご意見を頂戴したい｡

次に議事録署名人に古川議員 (熊本市)､

上元議員 (八代) が指名された｡ 物故者の黙

祷に続いて議題に移り１議案が上程された｡

第１号議案：役員改選

―第１回臨時組合会―

新理事
浦田健二 (宇土郡市)､ 上野亮一 (八代)

桑田和明 (阿蘇郡市) 守永純一 (八代)

瀬井知己 (熊本市)

新監事
原田秀一郎(菊池郡市)､片山公則(阿蘇郡市)

採決に移り第１号議案は賛成多数により承

認可決された｡

引き続き協議に移り､ 執行部より以下の２

題について説明があった｡

１､ 組合員資格調査の実施について
以前より予告していた通り７月１日より組

合員の資格調査を実施する｡ 内容に色々難し

い所もあるので､ 何か分からないことがあっ

たら組合会事務局まで相談して欲しい｡

２､ 保険料について
平成22年度より単年度赤字が続き､ 組合の

財政は急速に悪化している｡ これまで積立金

を取り崩しながら運営してきたが､ その積立

金も枯渇する状況となり､ 保険料を値上げす

るしか選択肢がない状況である｡ 保険料の値

上げに対していくつかの試算を挙げているの

で各郡市に持ち帰り検討してほしい｡

２つの協議題に対し活発な意見が交換され､

関心の高さが窺われた｡ 保険料については来

年３月の組合会までに結論を出す予定である｡

最後に守永理事の閉会の辞で散会となった｡

(国保 森口 茂樹)

活発な意見交換がなされた



―健康フェスタ2013 ―
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６月１日 (土) 午後１時より､ 天草市新和町

民センターにおいて ｢天草市健康フェスタ2013

(天草中央地区)｣ を開催した｡ 小学生のポスター

入賞者表彰式から始まり､ 8020達成者の表彰式､

その後､ 久々山会長より総評の言葉があった｡

フェスタでは､ 歯科相談､ 健診､ ブラッシング､

フッ素塗布のコーナーを設置し､ 出務スタッフ

が来場者に対し懇切丁寧に対応した｡ 来場者数

は190人であったが､ スタッフ数を増やして各

コーナー十分な対応ができた｡

また､ 技工士会の協力でインパクトのあるパ

フォーマンスで来場者が歓喜し楽しいフェスタ

となった｡ ６月16日 (日) は､ 午前９時より天

草勤労者体育館において天草西地区のフェスタ

を開催､ 早朝にも関わらず130人程の来場者が

あり､ 各コーナースタッフの説明を熱心に聞き

入る親子連れが多かった｡ ｢健康｣ をテーマに

歯科を中心として開催されるフェスタであるが､

住民への重要な健康啓発事業として確立してい

る｡

(小田 哲也)���������������������������������������懇切丁寧な対応するスタッフ

�����
―歯の健康週間事業―

�����������
６月８日 (土) 午後１時30分より宇土シティー

センターコートにおいて､ 恒例行事である 『歯

の健康週間事業』 を開催した｡ 会員歯科医13名

とスタッフ５名の総勢18名が参加した｡ イベン

トは①歯科医による歯の無料相談､ ②スタッフ

による無料フッ素塗布､ ③ブラッシング指導､

④位相差顕微鏡による口腔内細菌検査､ ⑤口臭

測定器による口臭検査､ ⑥ポスター展示､ など

様々な内容で､ 多くの来場者にお口の環境につ

いて関心を持ってもらえたと思う｡ フッ素に関

しては､ 来場したほぼ全ての子供が希望され塗

布してもらっていた｡ 口臭検査では､ ｢恐る恐

る自分の息をはいては数値を確認し､ 異常なし

の結果にほっとして笑みがこぼれる｣ といった

様子が見られるなど家族で楽しみながら体験で

きたりと､ いろんな角度からお口に関する情報

がうまく伝えられたと思う｡ 土曜の昼下がり､

ショッピングセンター内ということもあり各種

イベントも重なり多くの来場者で賑わった｡

(来場者数100余名､ アンケート記入総数92人)

今後も地域住民への情報を発信するイベントと

して続けていきたい｡

(坂口 泰子)

懇切丁寧な対応するスタッフ

郡市会報告

天草郡市歯科医師会

宇土郡市歯科医師会



６月25日 (火) あゆの里にて､ 平成25年度人
吉市歯科医師会臨時総会が出席21名欠席９名
(委任状１) で開催された｡ 会員31名中３分の
２以上 (委任状含む) 21名で総会は成立した｡
今藤会長より､ ｢介護事業や糖尿病患者に対す
る医科歯科連携の強化､ また１歳８か月乳幼児
のフッ素塗布の推進など､ 歯科医師会の将来を
考えた４年３か月だった｡｣ と退任の挨拶があっ
た｡ 中原専務より､ ぶれない進路を決めてくだ
さったおかげで専務職も円滑に行えたと労いの
言葉があり､ 今藤会長は拍手につつまれた｡ 協
議では､ ４号議案まですべて承認可決された｡
次に新会長選出が行なわれ､ 満場一致で與田

桂三新会長が選出された｡ 新会長は､ 小さいこ
とからコツコツ
と職務をこなし､
前会長の積み重
ねた事業をさら
に飛躍したいと
述べられ所信挨
拶とされた｡ 新
執行部は以下の
とおり｡

会 長 與田桂三､ 副会長 中原正弘
専務理事 愛甲 徹
常務理事 斉藤健三､ 顧問 今藤隆文
監 事 武末和貴 熊埜御堂渉
理 事 学術 瀬戸雄行

社会保険 清水雅英
地域保健・医療対策 相良吉正
センター・介護 今藤ひとみ
広報・学校歯科 御手洗肇､
総務・厚生・医療管理 花田雅弘

(瀬戸 雄行)
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宜しくお願いします

―寿賀の会―
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６月20日 (木) 19時30分よりホテルニューま

るよしにて坂田光輝会員の喜寿を祝う寿賀の会
が普段なかなかお見えになることが出来ない会
員も参加された中､ 催された｡
祝宴は福嶋会長 (６／20時点) の祝辞､ 記念

品贈呈と続き､ お礼の挨拶の中で ｢老化現象を
感じる事も増えてきたが､ これからも自らの老
いに負けないように過ごしていきたい｡ また､
若い会員の方々にあまり小言ばかり言ってうる
さい年寄りと思われないようにもしていきたい｡｣
とこれからの抱負も綴った｡
北野会員音頭での乾杯の後､ 多くの会員が光

輝会員のところに挨拶に出向くのはいつものこ
とであるが､ 主賓にもかかわらず､ 自ら他の会
員のところへグラス片手に歓談に行くところな
ど会長職を勤めたことのある気配りのなせるワ
ザのように思えた｡
今回､ 驚きだったのは会の宴会部長 (？) で

ある弥山会員の光輝会員のものまね (非常に好

評！) が口火となって､
いつもでは考えられない
カラオケが始まったこと
であろう｡
自他共に認めるカラオ

ケ好きな光輝会員に始ま
り､ 普段あまりお披露目
のない会員が次からへ次
へと壇上に上がり会場内
を湧かせた｡ 極めつけは
蔵本千恵子会員と光輝会
員のデュエットが実現し､

この日一番の盛り上がりを見せ一次会は終了と
なった｡ (二次会もカラオケ三昧だったとのこ
とである｡)
最後になったが光輝会員と血のつながった一
会員として祝宴に参加して頂いた全ての会員の
方々に感謝申し上げる｡

(坂田 輝之)���������������������������������������
―臨時総会―

�������
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この２ショット永久保存版

郡市会報告

荒尾市歯科医師会

人吉市歯科医師会



―家族＆スタッフボウリング大会―
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６年ぶりの台風４号九州上陸の６月21日 (金)

午後７時より､ 30数年間続く恒例の玉名郡市歯
科医師会ボウリング大会が司ボウルにて行われ
た｡ 平日の蒸し暑い夜にも関わらず約60名の参
加のもと森会長の始球式で大会が始まった｡ 会
員もスタッフも家族も一球ごとに一喜一憂､ 黄
色い歓声やため息が入り混じり､ 熱気あふれる
会場で２ゲームを楽しんだ｡ 大会成績は下記の
通り｡
団体戦 優勝 たかさき歯科､ 準優勝 さく

ら歯科､ ３位 もり歯科 個人戦 優勝 浦島
じゅんこ (たかさき歯科)､ 準優勝 田崎ゆき
(もり歯科)､ ３位 森 隆文
その後､ 司ロイヤルホテルに移動してボウリ

ング大会の表彰式＆懇親会､ スタッフ永年勤続
表彰が行われた｡ スタッフの永年勤続表彰は勤
続15年２名､ 10年５名､ ５年６名の計13名の皆
さんに､ 森会長より表彰状と記念品が贈られた｡
懇親会では笑顔で歓談しながら､ テーブルに

用意されたおいしい料理を頂いた｡ 今回の目玉
企画ジャンケンゲームでは会長､ 副会長､ 専務

がセンスの良い賞品をそれぞれ１つ自腹で用意
して､ ジャンケン勝負で最後の１人に勝ち上がっ
たら貰えるとあって､ 大いに盛り上がった｡ 又
今回はボウリング大会の景品として､ 特別に石
井みどり賞もあった｡ このボウリング大会が永
遠に続くことを願い､ 今年も無事終了した｡

(春野 惟一)���������������������������������������
�����

―臨時総会・親睦会―

���� ���
６月29日 (土)､ 30日 (日) の１泊２日の日
程で､ 大阪のなんばオリエンタルホテルにて､
14名参加のもと上益城郡歯科医師会臨時総会が
行われた｡ 行きは､ 午前・午後の２班に分かれ､
曇り空の熊本駅を出発｡ 関門海峡を越える頃に
は､ 陽が差し込み始め３時間ほどの新幹線でアッ
という間に新大阪駅に到着した｡ 清村龍朗専務
の引率により､ 地下鉄でホテルへ移動後､ 午後
７時30分より臨時総会が開催された｡ 江藤寛文
会員の議長のもと､ 玉置孝信会長と清村龍朗専
務から今後の活動についての報告､ 協議が行わ
れた｡ 引き続き､ 懇親会が行われ､ 石井洋一会
員の乾杯で大阪の夜がスタートした｡ お酒と会
話は､ 日々の診療の疲れを癒してくれる｡ ここ
からが本番？２次会は､ 河端憲司会員の引率に
て､ 心斎橋へ繰り出した｡ 慣れない土地での移
動は至難の技だった｡ 途中の道頓堀の混雑は頂
点に達しており､ 数名の会員がはぐれてしまう
ハプニングが起こった｡ あの有名なグリコのネ
オンの看板が､ なんとか目印となり合流に成功､
事なきを得た｡ 大阪はとても暑かったが､ 道頓
堀川から吹いてくる夏の夜風が頬をかすめ心地
いい｡ 気分は最高！大阪の夜は､ 上益城郡歯科
医師会会員の絆を深めさせてくれる絶好の場と
なった｡
翌日は､ 午前10時よりなんばグランド花月に
て､ 漫才やよしもと新喜劇の演芸を楽しんだ｡

ちなみに出演は､ オール阪神・巨人､ 西川きよ
し､ 桂小枝､ ザ・ぼんち､ 南海キャンディーズ
等､ テレビと違う､ 目の前で繰りひろげられる
芸人さんの気迫には今まで感じたことのない感
動を覚え､ 知らず知らずと笑いの渦に巻き込ま
れていった｡ ちなみに､ しずちゃんの出生時の
体重は､ 5000ｇというのには驚かされた｡
大阪は､ さすがに笑いと食の文化だ｡ ホクホ
クしたたこ焼き､ 本場のお好み焼き､ ２度漬け
禁止の串揚げは､ 絶品で一行は舌づつみを打ち､
名残惜しい大阪をあとにし無事熊本駅に到着後
解散､ １泊２日の臨時総会は､ お開きとなった｡

(工藤 智明)

なんばグランド花月前にて

団体優勝のたかさき歯科

郡市会報告

玉名郡市歯科医師会

上益城郡歯科医師会
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―定時総会―
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６月29日 (土) 午後３時より八代ロイヤルホ

テルにて､ 平成25年度の定時総会が開催された｡

上田龍吾副会長の開会の挨拶でスタートし､

議長に上元健一会員､ 副議長に上田博会員が選

出された｡ 司会進行を中山専務理事が行い､ 中

川会長の挨拶後､ 前田会員が県の社保委員会理

事を退職されるとのことで会務報告の前に､ お

疲れ様でしたとの報告があった｡

それから会務報告､ その他の各委員会からの

報告があり､ 県歯の学校歯科委員会からは､ 10

月に熊本で開催される第77回全国学校歯科保健

研究大会への参加と日本学校歯科医会への入会

の要請があった｡ また､ 八代市のフッ化物洗口

のモデル校として､ 金剛小学校弥次分校が選出

され､ ２学期からスタートするとの報告もあっ

た｡

また報告事項の中で､ 八代歯科医師会の新法

人移行報告が杉本雄二理事より行われ､ 事業体

系や内容についての説明があった｡ 事業内容に

ついては公衆衛生事業だけでなく､ 学術技術に

関する事業や地域に対する支援事業､ 口腔保健

センターの事業など公益団体としての役割につ

いて確認した｡

議事に移ると､ 第１号議案から第４号議案が

滞りなく満場一致で承認可決された｡ その後､

新役員 (理事・監事) の選任投票が行われ､ 中

川会長の続投が決定した｡さらに新執行部役員

候補も全員承認された｡

協議では宮本名留彦会員より､ 八代歯科医師

会の伝統行事である厄入り厄晴れの行事につい

て､ 厚生委員会と世話人が協力し行っていくこ

とが提案された｡

会 長 中川純一

副 会 長 上田龍吾 (学校歯科､ 広報)

上野亮一

専務理事 中山万弘

常務理事 高田博樹 (会計)

理 事 鶴田善久 (社保､ 学術)

松下哲也 (地域保健)

熊埜御堂誠 (口腔保健センター)

木原良材 (厚生)

木屋節弘 (総務)

監 事 野田和夫､ 福田民男

最後に参議院選挙についてお願いし､ 上田龍

吾副会長の閉会の辞で総会は終了した｡

総会終了後は場所を移し､ 八代市長や竜北町

町長､ 市議会議員の方々､ 宮坂県歯副会長､ 医

師会や薬剤師会､ 技工士会､ 衛生士会の方々を

招いて懇親会が行われた｡ 挨拶や祝辞を頂いた

後は､ 皆で食事や歓談を楽しみ､ 和やかに終了

した｡

(宮� 修一)

�����
新役員の選任投票風景

郡市会報告

八代歯科医師会
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①今もっとも関心のあることは何ですか｡
②自分が希望する歯科診療とはどのようなも
のですか｡

③他の歯科医院にはない自分の医院の特色を
教えてください｡

④今後の抱負は何ですか｡

中山 修二
(ナカヤマ シュウジ)

荒尾市桜山町2-11-21
おがた歯科医院

①implant
歯周外科
②患者の主訴に幅広く対応出来る
③特にない
④日々研鑚です

第第１１種種会会員員
手法に最も関心があります｡
②口腔を通じて患者の肉体的､ 精神的苦
痛を少しでもやわらげ､ 少しでも健康
的な状態に近づけるように努力､ 管理
することが､ 自分の希望する歯科診療
であると思います｡
③４年前から顕微鏡診療をしており､ 以
前は抜歯していたケースであっても保
存できる確率が上がってきたこと｡
④まだまだ勉強不足で毎日の治療も満足
にできておりません｡
しかしながらできるだけしっかりした
保険診療ができる歯科医になれればと
思っております｡
欲を言えばジルコニアクラウンとノン
クラスプデンチャーが保険診療になっ
てくれれば保険でメタルレス治療がで
きるので患者は喜ぶだろうなという願
望はあります｡ (混合診療反対という
わけではありません｡)

梶原 武彦
(カジハラ タケヒコ)

熊本市東区戸島3-4-26
梶原歯科医院

①いろいろなものに関心はありますが､
現在は根尖病巣に対するアプローチと

第77回全国学校歯科保健研究大会
第77回全国学校歯科保健研究大会が下記日程で開催されます｡ 多数のご参加をお待ちして
おります｡
大 会 期 日 平成25年10月17日 (木) ・18日 (金)
メインテーマ ｢生きる力をはぐくむ歯・口の健康づくりの展開を目指して｣
大 会 会 場 市民会館崇城大学ホール､ 熊本市国際交流会館
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会 務 報 告 自 平成25年６月７日
至 平成25年７月４日

所管 日付 摘要 出席

総 務

６月７日

県・荒尾市総合防災訓練第１回全体説明会 (荒尾総合文化センター) 澤田事務局長他１名

役員等選挙監事・日歯代議員・日歯予備代議員立候補届出受付締切

第７回選挙管理委員会 福田委員長他３委員

職員人事評価打合せ
渡辺専務理事､ 八木常務理事､ 牛島
理事

９日 2013世界禁煙デー熊本フォーラム第13回全国禁煙推進研究会 (くまもと県民交流館パレア)
小島副会長､ 八木常務理事､ 池嶋委
員長､ 堀田副委員長､ 高橋裕輔会員

10日

本会事業・会計監査
片山・西野監事､ 浦田会長､ 中嶋副
会長､ 渡辺専務理事､ 八木常務理事､
吉永会計士

副会長会議
浦田会長､ 小島・中嶋・宮坂副会長､
渡辺専務理事

第３回理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 平成24年度熊本県歯科医師会会計決算案
(３) 平成24年度有限会社ケイ・デー・エム・ユー収支決算 ほか

浦田会長他全役員､ 伊藤学院長

12日

支払基金幹事会 (支払基金) 浦田会長

役員等選挙候補者辞退期限

藤川県議 ｢議長就任｣ 祝賀会 (熊本ホテルキャッスル) 浦田会長他役員

14日 役職員・委員会委員合同慰労会 (KKRホテル) 浦田会長他88名

15日

第27回県警察医会総会 (全日空ホテルニュースカイ) 小島副会長

県歯野球部古希・厄入りお祝い会 (熊本市) 小島副会長

菊池郡市歯会通常総会懇親会 (菊池市・笹乃家) 浦田会長､ 渡辺専務理事

16日
第７回社会歯科学研究会総会・公開研究集会 (東京歯科大学) 浦田会長､ 牛島理事

県薬剤師会第76回通常代議員総会 (熊本ホテルキャッスル) 宮坂副会長

18日

委託事業打合せ
県民提案による健康づくりモデル事業 (健康長寿推進事業)

宮坂副会長､ 渡辺専務理事

第６回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 団体所得補償保険の募集 (３) チラシ同封依頼 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員､ 牛
島理事

19日 学生合同就職説明会打合会
伊藤学院長､ 八木常務理事､ 牛島・
椿理事､ 池嶋委員長

20日
第173回日歯定時代議員会 (１日目) (日歯会館) 浦田会長､ 小島副会長

災害対策検討臨時小委員会 (Ｃ班)
(１) マニュアル他各帳票の検討

松岡常務理事､ 田上・大林・松本理
事

21日

第173回日歯定時代議員会 (２日目) (日歯会館) 浦田会長､ 小島副会長

歯科医療に関する懇談会 (熊本市)
県議会議員14名との懇談会

浦田会長､ 小島・中嶋・宮坂副会長､
渡辺専務理事､ 松岡・八木常務理事､
田上・加藤・松本・牛島理事､ 澤田
事務局長

22日

第８回選挙管理委員会
福田委員長他全委員､ 久々山代議員
会議長､ 荒木代議員会副議長

定時代議員会 (役員等選挙)
[議事] 第１号～第４号議案
[協議] (１) 時局対策

久々山議長､ 荒木副議長他全議員､
浦田会長他全役員

第１回臨時理事会
(１) 会長 (代表理事) 及び業務執行理事の選定

浦田会長他全役員

24日
災害対策検討臨時委員会
マニュアル内容検討 (各班検討内容摺合せ)

小島・宮坂副会長､ 渡辺専務理事､
田上・八木・牛島常務理事､ 大林・
松本・椿理事､ 松岡センター長

26日 九州地方社会保険医療協議会熊本部会 (熊本市国際交流会館) 中嶋副会長

27日 日本大学歯学部前野教授来館 浦田会長

29日
八代歯会臨時総会懇親会 (八代ロイヤルホテル) 宮坂副会長

熊本市歯会親睦大会 (熊本ホテルキャッスル)
浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務理
事

７月２日 がん患者歯科医療連携事業打合せ
小島副会長､ 渡辺専務理事､ 八木・
牛島常務理事､ 松本理事

３日

ファイザー製薬との面談 浦田会長

新役員打合会
(１) 第２回臨時理事会への対応 (２) 平成25年度第１回臨時代議員会への対応
(３) 行政・関係団体の兼職担当 ほか

浦田会長他田上常務理事を除く常務
理事以上全役員

４日 県地域リハビリテーション支援センター運営委員会 (県医師会館) 松岡センター長

学 術 ６月28日
学術委員会
(１) 次期委員会への引き継ぎ事項

井上・椿理事､ 堀川委員長他全委員

社会保険

６月７日
レセプト事前チェックセンター
相談者：２名 (来館・１名､ 電話・１名)

前田理事､ 田中委員長

８日 日本歯科大学熊本校友会社保説明会 (熊本市) 勇常務理事

13日
保険共同指導 (１日目) (熊本テルサ) 前田理事､ 反後副委員長

玉名郡市歯会社会保険研修会 (玉名市文化センター) 田中委員長

14日 保険共同指導 (２日目) (熊本テルサ)
浦田会長､ 中嶋副会長､ 田中委員長､
渡辺副委員長

21日
社会保険委員会
(１) 次期委員会への申し送り事項

前田理事､ 田中委員長他全委員
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所管 日付 摘要 出席

社会保険 ６月27日 保険集団個別指導 (KKRホテル) 浦田会長

地域保健

６月８日

歯と口の健康週間行事 (八代) (八代市､ 氷川町) 八代会員

歯と口の健康週間行事 (玉名) (玉名市保健センター) 玉名郡市会員

歯と口の健康週間行事 (人吉市) (ゆめマート人吉店) 人吉市会員

歯と口の健康週間行事 (宇土郡市) (宇土シティモール) 宇土郡市会員

歯と口の健康週間行事 (山鹿市) (山鹿市健康福祉センター) 山鹿市会員

歯と口の健康週間行事 (下益城郡) (イオンモール宇城) 下益城郡会員

９日

歯と口の健康週間行事 (熊本市) (ウェルパルくまもと) 熊本市会員

歯と口の健康週間行事・歯の祭典
(１) 高齢者よい歯のコンクール表彰式
(２) 図画・ポスター・習字・標語作品入賞者表彰式
(３) くまもと歯の健康文化賞表彰式
参加者：148名

浦田会長､ 宮坂副会長､ 渡辺専務理
事､ 田上・大林・加藤理事他９委員

15日 歯と口の健康週間行事 (阿蘇郡市) (阿蘇保健福祉センター) 阿蘇郡市会員

16日 歯と口の健康週間行事 (天草郡市) (天草勤労者体育館) 天草郡市会員

29日
地域保健小委員会
(１) 標準的な成人歯科健診

田上常務理事､ 川瀬委員長他２委員

７月２日 人吉市歯科医師会・人吉球磨薬剤師会合同研修会 (人吉市商工会議所) 田上常務理事

広 報

６月17日
広報委員会
(１) 会報７月号・編集

加藤理事､ 佐藤委員長他全委員

19日 RKKとの打ち合わせ 宮坂副会長､ 加藤理事

22日 定時代議員会取材 佐藤委員長､ 岩崎委員

24日
広報委員会
(１) 会報７月号・第１回校正

加藤理事､ 佐藤委員長他３委員

７月１日
広報小委員会
(１) 会報７月号・第２回校正

加藤理事､ 佐藤委員長他１委員

４日
広報小委員会
(１) むし歯予防うがい液 (フッ化物洗口) の有効性に関する普及啓発事業に係る企画提
案書の作成

宮坂副会長､ 加藤理事

学校歯科

６月７日
県DV対策関係機関会議 (県庁) 澤田事務局長

県要保護児童対策地域協議会 (県庁) 大林理事

11日
第77回全国学校歯科保健研究大会広報打合せ会
トップツアー､ ジャンクプランニング

大林理事､ 河原委員長

12日 フッ化物洗口推進アドバイザー協議会 宮坂副会長､ 大林理事､ 河原委員長

15日
学校歯科保健推進大会
講師：大分大学教育福祉科学部教授 住田 実先生
参加者：235名

浦田会長､ 宮坂副会長､ 大林理事､
河原委員長他全委員

20日 県PTA教育振興財団審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

21日
県学校保健会定時評議員会 (交通センターホテル) 大林理事､ 河原委員長

県学校保健会臨時理事会 (交通センターホテル) 宮坂副会長

24日
学校歯科委員会
(１) 健康づくりモデル事業

宮坂副会長､ 大林理事､ 河原委員長
他全委員

26日
第83回日学歯総会 (日歯会館) 大林理事

県学校保健功労表彰並びに学校保健及び学校安全表彰審査会､ 県学校保健会表彰審査会
(県庁)

宮坂副会長

７月２日 長洲町フッ化物洗口保護者説明会 (長洲町) 宮坂副会長､ 大林理事

医療対策

６月７日
医療対策小委員会
通知書送付準備 (23年度文)

冨屋理事､ 岡田委員長他１委員

21日
医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 各郡市医療相談担当者会
(３) 九州各県医療安全担当者会 ほか

冨屋理事､ 岡田委員長他６委員

７月３日
医療対策小委員会
(１) 九州各県担当者会議 (２) 紛争事例

冨屋理事､ 永松委員長

センター･介護

６月18日 熊本市課税管理課視察 (口腔保健センター)

24日
県介護支援専門員更新研修 (KKRホテル熊本) 松本理事

委託事業打合せ 松本理事

26日 委託事業打合せ 宮坂副会長､ 松本理事

30日
第８回障害者歯科アクティブネットワーク九州
参加者：121名

松岡センター長､ 松本理事､ 平井委
員長他４名

学 院 ６月27日 第１回学院教務委員会 (学院校舎) 伊藤学院長他７名

国保組合

６月13日 全協通常総会 (京王プラザホテル札幌) 浦田理事長

24日
国保組合監査

原田・西野理事､ 浦田理事長､ 桑田
常務理事

第３回国保理事会
(１) 規約一部改正 (案) (２) 平成24年度決算 (３) 平成25年度補正予算 (案) ほか

浦田理事長他全役員､ 稲葉議長

26日 全協事務 (局) 長研修会 (東京・全国町村会館) 田代課長補佐

27日
第１回国保臨時組合会
(１) 役員改選

25議員､ 浦田理事長他全役員

７月４日 全協理事長・役員研修会 (東京・八重洲富士屋ホテル) 浦田理事長
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4日（水）

18日（水）

25日（水）

第5回常務理事会

第6回常務理事会

第4回理事会

行事予定 September

暑い日が続いていますが、皆様お元気でお過ごしでしょうか？私は
50才を過ぎてから体力の低下を日々 感じております。健康診断でも正
常値を保っている項目が年々減ってきておりメタボ真っ只中。このまま
ではダメだと思い2ヶ月ほど前からウォーキングと軽いランニングを始
めました。若い頃は結構ハードな運動をしており体力的に自信があっ
たのですが、始めてみると自信過剰だったことがすぐわかりました。
1キロ程度走っただけで息はあがり2～3日すると膝・腰が痛くなる、
考えてみると若い時より20キロも重たくなった体重を支える足腰が悲
鳴をあげて当然です。そこで少し減量をし、走る距離をちょっとずつ
延ばしながら頑張っています。西川きよしではないですが小さな事を
こつこつとやることの重要性を改めて感じる今日この頃です。
広報委員を今期も務めさせて頂くことになりました。会員の皆様に

少しでも役に立つような会報作り広報活動を行っていきたいと思いま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （A.S）

編集後記
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